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第２節　共に学び、共に育つ｢共育(きょういく)｣のまち
１　子どもも大人も共につながり成長していく生涯学習のまち

柱 第２節　共に学び、共に育つ｢共育(きょういく)｣のまち

めざすべきまちの姿

目標

2022.3 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度 目標
未実施 63.1% 69.5%(64.8%) （66.5％） （68.2％） （69.9％） （71.5％） （73.1％） 73.1%

取り組みの方向

具体的施策

KPI

2022.3 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度 目標
各分野３講座以上

実施されている。

満足度86.9％
90.06% 81.23%

各分野３講座以上
実施されている。

満足度90％以上

B：概ね順調であるとみなせる

補足説明（反省点・問題点、工夫している点）
地域課題については市制70周年記念を踏まえ、地域に親しむ講座（歴史・文学）の充実を図った。
評価が比較的低かった講座については、豊富な内容に比して時間が不足したり、講師の話し方や配布資料に工夫を求める意見が
あった。

今後の対応
講師との事前調整を密に行い、受講環境の向上を図る。
アンケート等によって市民ニーズを的確に把握するとともに、オンラインやハイブリッド等の多様な方法を適宜採用し、より多
くの市民が参加できる環境を整備する。

１　子どもも大人も共につながり成長していく生涯学習のまち

　市民の誰もが、人生のどの場面でも、いきいきと学びを楽しめるよう、現代的課題や地域課題について、共に学び、個を高め合う社会教育
の機会を広く市民に提供するとともに、市民の自主的な学びを支援します。
　そして、学ぶ楽しみ教える喜びで地域の一人ひとりがいきいきと輝いているまち、学んだ成果を生かすことで元気な地域づくりへとつなげ
ていくまち、生涯学習のまち逗子をめざします。

① 学習機会の提供による社会教育の推進

進捗状況評価

講座事業において、各分野（現代的課題、地域課題、家庭教育）３講座以上実施され、受講生の満足度が５段
階評価のうち４以上が90％を超えている。

　世代間交流を通じて、共に学び合い、共に育つ「共育」理念のもと、市民の誰もが、人生のどの場面でも、いきいきと学び、文化を育み、
スポーツに親しみ、その成果を様々な形で生かすことのできる、市民が主役を演じる「共育のまち逗子」をめざします。

進捗状況評価

A：順調である

共に学び、共に育つ「共育（きょういく）」のまちをめざす市の取り組みに満足している人の割合が10ポイン
ト増加している。
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第２節　共に学び、共に育つ｢共育(きょういく)｣のまち
１　子どもも大人も共につながり成長していく生涯学習のまち

取り組み① 総合戦略 ４－２－①－４

説明

2024年度
実施内容

【参考】予算事業名 【参考】実績額 333,902円 担当課 社会教育課
【参考】予算事業名 【参考】実績額 182,003円 担当課 社会教育課

取り組み② 総合戦略 １－１－②－10
１－３－①－６

説明

2024年度
実施内容

【参考】予算事業名 【参考】実績額 90,000円 担当課 社会教育課

取り組み③ 総合戦略 １－１－③－７

説明

2024年度
実施内容

【参考】予算事業名 【参考】実績額 3,715,400円 担当課 図書館

取り組み④ 総合戦略 ―

説明

2024年度
実施内容

【参考】予算事業名 【参考】実績額 3,715,400円 担当課 図書館

次のとおり実施した。
・団体貸出　全学校計962冊　・リサイクル本提供　全学校計775冊
・施設見学（逗子小学校２年生、２日　逗子小学校３年生、１日）
・学校読み聞かせ（逗子中学校１年生、１日）
図書館活動事業

・逗子市子どもの読書活動推進計画に基づき、市内小・中学校等との連携・協力を密にして、読書環境を整え
る。

各種講座事業の推進

読書活動の推進

家庭教育推進事業

主 な 取 り 組 み

・図書展示の実施やおはなし会の開催などを通じて、読書に親しむ機会を提供するとともに、幅広い世代の居
場所としての役割を果たす。

次のとおり実施した。
・図書館展示（展示回数：121回　展示点数：11,874点　貸出回数：11,910回）
・おはなし会（開催回数：49回　参加延べ人数　子ども：551人、大人：282人）

図書館活動事業

子どもの読書活動の推進

家庭教育推進事業の充実

・家庭と地域の教育力の向上のため、子育て中の保護者を対象にした講座を開催する。

家庭教育講座の開催
「スマホとの向き合い方(オンライン)」「もしもの時のやさしいつながりを作ろう」 など
　３講座　受講者数 延べ65人　満足度評価４以上 86.67％

・現代的課題、地域課題に関する講座を開催し、学習機会を提供することにより、まちづくりに関わる人材育
成を図る。

各種講座の開催
・現代的課題に関する講座

「半身麻痺でも伝えられる事がある」「海洋のプラごみ問題を考えよう」など
３講座４コマ　受講者数 延べ162人　満足度評価４以上 92.06％

・地域課題に関する講座
「放置竹林のリスクをまちの魅力に変える」「古代中世の逗子」「親子料理教室」など
９講座15コマ　受講者数 延べ319人　満足度評価４以上 76.63％

・社会教育出張講座（沼間・小坪コミセンで開催）
「ウクレレ教室 初級編」「現代詩入門」「遺言・相続・成年後見の基礎講座」など
10講座18コマ　受講者数 延べ141人　満足度評価４以上 95.00％

各種講座事業
社会教育出張講座事業
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第２節　共に学び、共に育つ｢共育(きょういく)｣のまち
１　子どもも大人も共につながり成長していく生涯学習のまち

具体的施策

KPI

2022.3 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度 目標
322 291 387 401以上

取り組み① 総合戦略 １－３－①－４

説明

2024年度
実施内容
【参考】予算事業名 【参考】実績額 88,984,883円 担当課 市民協働課
【参考】予算事業名 【参考】実績額 0円 担当課 市民協働課

取り組み② 総合戦略 ー

説明

2024年度
実施内容
【参考】予算事業名 【参考】実績額 ー 担当課 市民協働課

取り組み③ 総合戦略 ー

説明

2024年度
実施内容

【参考】予算事業名 【参考】実績額 19,208,198円 担当課 図書館

・市民活動のススメ講座の実施。
・市民講師の育成を目的とした講座、市民団体との連携を目的とした講座などを実施。

次のとおり資料の更新を行った。※数値は全館合計
・資料点数：238,201点（図書：235,033冊　視聴覚資料：3,168点）
・受入点数：7,554点（購入：6,763点　寄贈等：791点）
・除籍点数：6,533点

蔵書整備事業

生涯学習活動の場の提供

・市の生涯学習関連施設など活動の場が継続的に確保されるよう、ニーズを的確に把握するとともに、適時の
修繕など維持管理に努める。

・市民交流センターにてボランティア相談、生涯学習相談、市民活動相談を実施。
・市民交流センターの会議室など適正な維持管理を実施。

ー

図書資料の充実

・生涯学習の多様なニーズに応えるために、資料の充実を図り、読書に親しむ機会を提供する。

市民交流センター維持管理事業
生涯学習推進事業

② 生涯を通じた学習活動の支援

進捗状況評価

A：順調である

補足説明（反省点・問題点、工夫している点）

・登録しているが活動していない団体を精査し、団体情報を公開、掲載可能団体を精査した結果、増加につながった。
（掲載可能団体：2021.3：330団体）
（登録団体数：2022.3：407団体、2023.3：373団体、2024.3：424団体、2025.3：390団体）

今後の対応

・市民交流センターと連携し、市民団体の抱える諸問題（世代交代など）を聞き取り、解決策を提案するなど、市民活動の活性
化を図る。

市内で活動する生涯学習団体の総数が400を超えている。

主 な 取 り 組 み

生涯学習活動の情報の提供
（ライフステージや学習要求に応じた学習機会の提供）

・市や市民団体等が実施する講座、イベントや、生涯学習団体の情報を集約し、提供する。
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第２節　共に学び、共に育つ｢共育(きょういく)｣のまち
１　子どもも大人も共につながり成長していく生涯学習のまち

具体的施策

KPI

2022.3 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度 目標
3,990人 5,354人 9,578人 5,001人以上

取り組み① 総合戦略 ー

説明

2024年度
実施内容
【参考】予算事業名 【参考】実績額 88,984,883円 担当課 市民協働課

取り組み② 総合戦略 １－２－③－３

説明

2024年度
実施内容
【参考】予算事業名 【参考】実績額 88,984,883円 担当課 市民協働課

・共育（トモイク）フェスティバルの実施。

市民交流センター維持管理事業

・市民交流センター、沼間、小坪コミュニティセンターにて世代間交流を促す講座やイベントを実施した。
・各所管において世代間交流を促す講座やイベントを実施した。
市民交流センター維持管理事業

主 な 取 り 組 み

共育活動の推進

・「共育」のまちづくりの基本的な考え方の普及を図る。
・身近な地域拠点を活用して、「共育」活動を推進する。

共育のイベントの開催

・共育（トモイク）フェスティバルを開催する。

③ 地域で子どもと大人が共に育つ学習環境の整備

進捗状況評価

補足説明（反省点・問題点、工夫している点）
・新型コロナウイルス感染症の影響により減少した講座やイベントの参加者は回復傾向にある。2024年度は共育の講座、イベ
ントへの参加者はさらに増加し、コロナ渦前の数字に迫る参加者数となった。
（参考：2019.3：9,662人、2020.3：2,539人、2021.3：1,736人）

今後の対応

・引き続き事業を継続し、「共育」の普及、活動を推進していく。

世代間交流を促す共育の講座やイベントへの参加者数が5,000人を超えている。

A：順調である
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第２節　共に学び、共に育つ｢共育(きょういく)｣のまち
２　文化を新たに創造するまち

取り組みの方向

具体的施策

KPI

2022.3 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度 目標
22企画 41企画 25企画 30企画

２　文化を新たに創造するまち

　文化芸術は、生活に潤いや刺激を与え、共感や連帯を生み、人の心を豊かにします。さらに、新たな付加価値を生み出すなど、地域社会に
とっても多様な可能性を秘めています。
　わたしたちは、逗子の伝統文化を継承するとともに、潜在的な文化資源を掘り起こして、地域の文化を市民の手で拓き、互いを高め合い、
育むことで、「まちが文化を活かし、文化がまちを活かす」地盤をつくります。そして、逗子の多彩な文化資源と恵まれた自然環境を背景に
生まれる、個性的で創造的な文化芸術の力で、文化と自然がつむぐ活力あるまち（地域社会）の発展をめざします。

① 文化芸術活動の推進（継承と創出）

逗子アートフェスティバルの参加企画数が30企画になっている。

進捗状況評価

A：順調である

補足説明（反省点・問題点、工夫している点）
【反省点・問題点】
・2013年度（平成25年度）の『プレ・アートフェスティバル』から開始した『逗子アートフェスティバル』（ZAF）は、2018
年（平成30年）から市民団体「逗子アートネットワーク」（ZAN）による運営となり、市民団体と市の協働により実施してお
り、地域文化の担い手育成や市民の文化活動の活性化につながる事業として定着しているが、産官学の連携強化や市民団体の運
営体制をいかに持続可能なものとしていくかが、課題となっている。
【工夫している点】
SNSの活用や動画配信等により広く広報活動を行うことで、市民の文化活動への参加の機会を増やすことに努めている。
2024年度は地域の学生と連携した制作・展示や、空き家や旧逗子高等学校の校舎の一部を活用するなどしたほか、アートを通
じて逗子の地域ごと魅力を感じられるよう、地域別にゾーニングしたパンフレットを作成した。

今後の対応

・市民団体は日ごろからミーティングを重ね、メンバー同士のコミュニケーションを図りながらアートフェスティバルの企画・
運営の検討を行っている。市民による自主的かつ主体的な文化活動が行える環境づくりを目指し、青少年や若年層の活力を積極
的に取り入れながら、世代間交流がうまれるような文化事業や、仕組みづくりを進めていく。
・逗子文化プラザホールの適正な修繕・維持管理に努めるとともに、関係部署との協力・連携を強化していく。
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第２節　共に学び、共に育つ｢共育(きょういく)｣のまち
２　文化を新たに創造するまち

取り組み① 総合戦略 ２－２－②－４
４－１－①－３

説明

2024年度
実施内容

【参考】予算事業名 【参考】実績額 1,499,986円 担当課 文化スポーツ課

取り組み② 総合戦略 ４－１－①－６

説明

2024年度
実施内容

【参考】予算事業名 【参考】実績額 1,499,986円 担当課 文化スポーツ課

取り組み③ 総合戦略 １－２－③－６

説明

2024年度
実施内容

【参考】予算事業名 【参考】実績額 222,486,710円 担当課 文化スポーツ課

・逗子アートフェスティバルは、３年に１回は国等の助成金を確保するなど大規模な催しとする。その間の２
年間は、経費を抑えて市民が自ら企画・実施する。
・市民と市との役割を明確にした上で、事務局機能を市民が担えるよう、アートフェスティバル実行委員会メ
ンバーと共に検討し、文化発展のため協働を進める。

主 な 取 り 組 み

逗子アートフェスティバルの充実

子どもを対象とした文化活動の振興に係る事業の推進（アウトリーチ活動等）

・逗子文化プラザホール指定管理者によるアウトリーチ事業を実施する。

アート便2024（学校教育と連携し子どもたちが芸術に触れる機会を届けるアウトリーチ事業）として、４メ
ニュー（和太鼓、太神楽、落語、クラシック）を提供した。
市立小・中学校８校及び私立幼稚園１園、体験学習施設スマイルに加え参加募集型アウトリーチによる逗子市
高齢者センターでの実施を含めた合計11か所にて、和太鼓３コマ、太神楽１コマ、落語７コマ、クラシック２
コマの合計13コマの文化創造体験を提供。園児・児童・生徒など延べ1,472人が参加。

文化プラザホール維持管理事業

10月５日（土）から10月27日（日）まで、全25企画を実施
企画者及び来場者数は、約7,093人

逗子アートフェスティバル2024は、企画・運営、広報・情報発信について、産官学の多様なステークホル
ダーの協力を得て、また市制70周年記念事業として広報費、警備業務委託料等に市の予算（843千円）を充
て、地域にゆかりのあるアーティストの企画を中心に開催した。
地域の学生と連携した制作・展示や、空き家や旧逗子高等学校の校舎の一部を活用した企画するなどしたほ
か、アートを通じて逗子の地域ごと魅力を感じられるよう、地域別にゾーニングしたパンフレットを作成し
た。
文化活動振興事業

文化芸術活動の振興に係る事業の推進

・逗子市文化振興基本計画に基づき、文化芸術活動の推進を図る。
・既存の文化団体（個人を含む）と連携して文化芸術活動の推進を図る。
・市民が日常生活の中で多様な文化芸術を自由に表現できる環境づくりを推進するとともに文化やイベントに
関する情報提供を行う。

・市民による文化事業43件を後援（共催１件、協力2件、後援40件）し、文化芸術活動の推進を図った。
市民文化活動の成果発表や市民の鑑賞の場として定着している「第72回逗子市文化祭」（日本舞踊、バレエ、
演劇、民謡など芸能、展示等の14企画）を共催事業として実施した。
・逗子市在住の詩人・高橋睦郎氏の文化勲章受章記念講演会及び逗子市市民栄誉賞贈呈式を開催した。文化勲
章受章記念講演会は、有志の市民により組織された実行委員会と市との共催により逗子文化プラザホールの協
力のもと実施し、当日は満席となった。
・市民団体が編集する「逗子ゆかりの文学年表」のウェブサイトのリンクを市ウェブサイトに掲載することで
地域の文化情報の発信を行った。
文化活動振興事業
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第２節　共に学び、共に育つ｢共育(きょういく)｣のまち
３　スポーツを楽しむまち

取り組みの方向

具体的施策

KPI

2022.3 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度 目標
56.1% 56.0% 56.7% 70％以上

３　スポーツを楽しむまち

　わたしたちは、スポーツ都市宣言の理念に基づき、市民一人ひとりがスポーツに親しみ健康な心とからだをつくる「健康づくり」、みんな
でスポーツを楽しむ機会をつくり明るい生活を営むことができる「場づくり」、スポーツを通じていきいきとした地域連携の輪をひろげる
「交流づくり」、スポーツを通じて活力に満ちたまちづくりを推進する「基盤づくり」を進めます。
　一人でも多くの市民が、スポーツに親しみ、互いに高め合うことで、健康で豊かな生活を送ることができるよう、いつでも、どこでも、誰
もが気軽にスポーツ、健康づくりができるまちをめざします。

① スポーツの推進

成人の週１回以上のスポーツ実施率が70％以上になっている。

進捗状況評価

C：順調であるとみなせない

補足説明（反省点・問題点、工夫している点）

【反省点・問題点】
・地域に根差した市民のためのスポーツ活動の拠点として活用されている市立体育館及び有料公園施設について、必要な維持管
理を行うこと。
・公立中学校における部活動の地域移行を見据え、幅広い世代が運動・スポーツに親しむことができる環境を整えること。
【工夫している点】
・県立スポーツセンターや競技連盟、民間企業などの協力を得て、子どもから高齢者まで幅広い年代、家族でも楽しめるスポー
ツイベントとして「逗子市スポーツの祭典」を開催。
・指導者養成教室、ジュニアスポーツ教室、地域体育祭、市内一周駅伝競走大会など様々な機会をとらえ、地域での運動・ス
ポーツの推進を図った。
・市民のスポーツによる健康づくりのために開設している「未病センターずしアリーナ」にて、指定管理者である逗子市スポー
ツ協会による健康・体力相談を実施した。健康・体力相談は45回、139人の参加（前年度：51回、159人）

今後の対応

・市民の生活の中での運動やスポーツの位置づけは、ライフステージとともに変化することから、スポーツの祭典等のイベント
の際のアンケートなどから市民ニーズを的確に把握して、運動する機会、スポーツに触れる機会が増えるよう、庁内関係課と施
策間の連携を図りながら、イベントや教室等の質、量の充実を図るなど、効果的な事業実施に努めていく。
・「逗子市スポーツ推進計画」の４つの基本目標〔健康づくり〕、〔場づくり〕、〔交流づくり〕、〔基盤づくり〕を進めてい
くうえで、市民、地域、スポーツ関係団体、学校等との協働により、それぞれが主体的なスポーツ推進の担い手となって取り組
むことができる環境づくりに努めていく。
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第２節　共に学び、共に育つ｢共育(きょういく)｣のまち
３　スポーツを楽しむまち

取り組み① 総合戦略 ４－３－①－８

説明

2024年度
実施内容

【参考】予算事業名 【参考】実績額 24,700,765円 担当課 文化スポーツ課

取り組み② 総合戦略 ー

説明

2024年度
実施内容
【参考】予算事業名 【参考】実績額 ― 担当課 文化スポーツ課

取り組み③ 総合戦略 ー

説明

2024年度
実施内容

【参考】予算事業名 【参考】実績額 24,700,765円 担当課 文化スポーツ課

取り組み④ 総合戦略 ２－２－②－13

説明

2024年度
実施内容

【参考】予算事業名 【参考】実績額 24,700,765円 担当課 文化スポーツ課

取り組み⑤ 総合戦略 １－２－③－７

説明

2024年度
実施内容

【参考】予算事業名 【参考】実績額 24,700,765円 担当課 文化スポーツ課

スポーツ活動に係る事業の推進

主 な 取 り 組 み

マリンスポーツ等、海でのレジャー体験の推進による地域ブランディング

・逗子市スポーツ推進計画に基づき、スポーツの推進を図る。
・スポーツイベントやスポーツ、健康・体力づくり教室を企画し、開催する。
・市民へ「スポーツ実施と健康づくり」に関する情報発信を行う。

・指導者養成教室、ジュニアスポーツ教室、地域体育祭、市内一周駅伝競走大会など様々な機会をとらえ、地
域での運動・スポーツの推進を図った。
・スポーツに新たに取り組もうとする人や、スポーツを通して健康を維持しようとする人に向け、広報ずしや
市ホームページ、ＳＮＳ、市内広報板によるスポーツ実施と健康づくりに関する情報発信を行った。

スポーツ推進事業

総合型地域スポーツクラブの普及・啓発

・総合型地域スポーツクラブの普及・啓発、活動支援を行う。

・広報ずしや市ホームページ、市内広報板により、総合型地域スポーツクラブの教室等の情報発信を行った。

―

逗子市スポーツの祭典の開催

・逗子市スポーツの祭典を開催する。

・逗子市スポーツの祭典2024　開催日：10月20日（日）
・種目：41種目実施、参加者：2,574人
・逗子市スポーツの祭典実行委員会交付金：520,000円
・2024年度は市制70周年及びスポーツ都市宣言40周年の記念事業として、元プロ選手を招いたサッカー教室や野球
教室、大谷翔平選手寄贈のグローブを使用したキャッチボールを実施した。

スポーツ推進事業

スポーツ推進事業

・（公財）逗子市スポーツ協会に委託し、マリンスポーツの教室を実施する。

・ジュニアスポーツ教室で、ヨット及ウインドサーフィンを実施。
・参加者：ヨット19人、ウインドサーフィン延71人
・スポーツ推進事業補助金 　23,409,000円

スポーツ推進事業

子どもを対象としたスポーツ活動に係る事業の推進

・（公財）逗子市スポーツ協会に委託し、ジュニアスポーツ教室等を実施する。

・ジュニアスポーツ教室を８種目で実施。
・参加者：レスリング13人、卓球７人、陸上20人、水泳113人、ヨット19人、ウインドサーフィン延71人、
バドミントン22人、テニス14人
・スポーツ推進事業補助金 　23,409,000円
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第２節　共に学び、共に育つ｢共育(きょういく)｣のまち
４　学校教育の充実したまち

取り組みの方向

具体的施策

KPI

2022.3 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度 目標

未実施
①85.0%
②85.3％

①88.0%
②91.4％

80％以上

取り組み① 総合戦略 １－２－①－１
１－２－②－１

説明

2024年度
実施内容
【参考】予算事業名 【参考】実績額 ー 担当課 学校教育課

2024年度
実施内容

【参考】予算事業名 【参考】実績額 ー 担当課 療育教育総合センター

A：順調である

補足説明（反省点・問題点、工夫している点）

・適切な取組がなされていれば、常に80％以上の評価が得られるはずであり、それを目指していく。
・各学校において主体的、対話的で深い学びの実現を通して、個別最適な学びと協働的な学びを一体的に進めるべく授業改善を
行っている。

今後の対応

・全ての教員が、常にトライし、点検し、改善を図ることを繰り返しながら、授業力の向上を図っていく。
・すうちの高さに過信することの無いよう、各学校において、授業改善を地道に進めていく。
・学校によっては、一部の学年において「当てはまる」よりも「どちらかといえば当てはまる」の割合が高くなっている。この
傾向が逆になるように、原因の分析をし改善につなげたい。

４　学校教育の充実したまち

　人は自然と社会の中で生涯学び続けていくことが必要です。その入り口の一つとして学校教育は大きな役割を果たすものです。今日、価値
観の多様化や高度な情報化社会の中にあって、子どもたちが身につけなければならない力は多岐にわたっています。これまで受け継がれてき
た知識や文化・伝統などを踏まえ、地域社会や家庭と連携し、互いの個性を尊重し合う人間性溢れる教育、限りある命を生きていることの素
晴らしさを感じることができる教育を行っていくこと、そしてこれからの国際社会の一員として生きていく力を育むことが必要です。
　いつの時代にも変わってはならない本質の部分を土台に、その時々の教育的課題に臨機応変に対応して、「豊かな人間性」・「確かな学
力」・「健康な心身」を目標として『自ら考え、心豊かに、たくましく生きる逗子の子ども』の育成を図ります。

①　教員の指導力及び教育課題への対応力向上

児童・生徒を対象に実施している「学校生活アンケート」に「①授業がよくわかる」「②学校が楽しい」の項目を
設け、「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」の回答が80％以上になっている。

進捗状況評価

ー

主 な 取 り 組 み

教員の授業力・学級経営力・児童生徒指導力向上重点事業の推進

・授業と学級経営についての自己チェックリストを活用し、各市立学校において、「わかりやすい授業づく
り」や「お互いを認め合う学級づくりなどに関する教員の指導力向上を図る。

・自己チェックリストの活用を全教員に促し、校内研究と絡めながら指導力向上を図った。

ー

支援教育推進巡回チームが市内小中学校を巡回し、個と集団のアセスメントを実施し、教員への助言・指導を
行った。
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第２節　共に学び、共に育つ｢共育(きょういく)｣のまち
４　学校教育の充実したまち

取り組み② 総合戦略 ー

説明

2024年度
実施内容
【参考】予算事業名 【参考】実績額 18,996,498円 担当課 学校教育課

取り組み③ 総合戦略 １－２－①－２

説明

2024年度
実施内容
【参考】予算事業名 【参考】実績額 1,500,000円 担当課 学校教育課

取り組み④ 総合戦略 ー

説明

2024年度
実施内容
【参考】予算事業名 【参考】実績額 1,500,000円 担当課 学校教育課
2024年度
実施内容
【参考】予算事業名 【参考】実績額 3,617,000円 担当課 療育教育総合センター

取り組み⑤ 総合戦略 ー

説明

2024年度
実施内容
【参考】予算事業名 【参考】実績額 69,678,418円 担当課 学校教育課

2024年度
実施内容

【参考】予算事業名 【参考】実績額 603,500円 担当課 学校教育課

取り組み⑥ 総合戦略 １－１－②－11

説明

2024年度
実施内容

【参考】予算事業名 【参考】実績額 139,050,112円 担当課 学校教育課
【参考】予算事業名 【参考】実績額 113,685,793円 担当課 学校教育課

教育指導教員の派遣
・教育指導教員を各学校に派遣し、授業観察を行い、参観後にフィードバックの機会を設け、指導力向上に資
する助言を行う。

・全小学校へ教育指導教員を配置した。
・全中学校へ少人数指導教員を配置した。

少人数指導教員・教育指導教員派遣事業

授業研究校の委託（授業研究の充実）

学校教育調査・研究事業
2024年度夏季研修において教科等研修会として８講座、支援教育研修会として８講座を実施した。
評価の平均は3.8（４段階中）であった。
調査・研究事業

各担当者会の充実
・教育相談コーディネーター担当者会や児童・生徒指導担当者会、いじめ問題対策連絡協議会において、各
小・中学校で実施し効果をあげている取り組みを共有し、各小・中学校で組織的な取り組みの一助としてい
く。

・特別支援補助教員、学習支援員、学校看護介助員の派遣等を行った。

・授業研究を基本とした研究を委託し、教員の授業力を向上させる一助とする。

・全小中学校に対して、軽重をつけた委託を行った。

学校教育調査・研究事業

研修の充実
・年次研修の内容を充実させる。
・夏季研修の内容の充実を図り、教員の指導力向上をめざす。
・年次研修（初任者、１年経験者、２年経験者、５年経験者、中堅教諭等を対象とする研修）を行った。
・逗子教育研究会へ交付金を交付した。

小学校給食運営事業
中学校給食運営事業

支援教育充実事業

・教育相談コーディネーター担当者会を4回行い、情報交換･情報共有を通し、互いの課題を共有する中で、こ
れからの学校教育相談の在り方、有機的な校内支援体制づくりについての協議、研修等を行った。
・いじめ根絶に向けた取り組みとして、市立小・中学校教職員向けに悉皆研修を行った。

いじめ防止等対策事業

学校給食の安定的な提供

・市立小・中学校において安全な給食を提供する。

・市立小学校において、学校給食設備の点検維持管理、調理業務の民間委託等を行った。
・市立中学校において、調理業務の民間委託（食缶方式）により給食を提供した。
・保護者の経済的負担軽減のため、物価高騰による給食費の値上げ相当分を逗子市学校給食会に交付した。
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第２節　共に学び、共に育つ｢共育(きょういく)｣のまち
４　学校教育の充実したまち

取り組み⑦ 総合戦略 １－２－①－４

説明

2024年度
実施内容
【参考】予算事業名 【参考】実績額 40,608,366円 担当課 教育総務課
【参考】予算事業名 【参考】実績額 16,782,742円 担当課 教育総務課

学校施設の整備・充実

・市立小・中学校における良好な教育環境の整備を図る。

・小坪小学校体育館床改修工事ほか
・沼間中学校昇降口改修工事ほか
学校施設整備事業（小学校）
学校施設整備事業（中学校）
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第２節　共に学び、共に育つ｢共育(きょういく)｣のまち
４　学校教育の充実したまち

具体的施策

KPI

2022.3 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度 目標
12.6% 17.1% 19.5% 18.9%

取り組み① 総合戦略 １－１－④－１
１－２－②－２

説明

2024年度
実施内容

【参考】予算事業名 【参考】実績額 93,999,031円 担当課 療育教育総合センター

取り組み② 総合戦略 ー

説明

2024年度
実施内容
【参考】予算事業名 【参考】実績額 93,999,031円 担当課 療育教育総合センター

補足説明（反省点・問題点、工夫している点）
2022.3 　利用人数1,107人/18歳以下人口8,760人＝12.6％
2023年度 利用人数1,442人/18歳以下人口8,448人＝17.1％
2024年度 利用人数1,604人/18歳以下人口8,242人＝19.5％
・「発達障がい」や「療育」についての世間認知度が上がったことによる利用人数の増加、及び18歳以下人口の大幅な減少に
より、療育教育総合センターを18歳までに一度でも利用したことのある市内の子どもの割合が上昇した。
・市民向け公開講座について、引き続きオンライン配信を併用して開催した。また、利用者との連絡調整や関係機関との円滑な
連携を図るため、電話やメール、オンライン等を適宜活用している。
・SNS(Instagram)を開設し、療育支援に関する情報発信力の強化を行っている。

今後の対応

・SNS(Instagram)の活用により、療育支援に関する発信力を強化する。
・療育相談員、専門員等による相談体制の充実に努める。

主 な 取 り 組 み

療育教育総合センターの運営（療育推進事業の推進）

②　子どもの発達段階に応じた継続的な支援

療育教育総合センターを18歳までに一度でも利用したことのある市内の子どもの割合が18.9％になっている。

進捗状況評価

A：順調である

こども発達支援センター運営事業

・18歳までの子どものライフステージに応じて継続的に支援を行うため、療育教育総合センターを運営する。

【相談体制の充実】
・療育相談員、専門員等を配置し、相談支援に当たった。（SW３名、療育学齢相談員２名、心理士３名、ST
３名、PT１名、OT３名、保健師１名、保育士１名、嘱託医３名）相談件数　6,996件　相談者数　885名
・子どもの育ちに関する療育相談をはじめ、児童精神科の医師による講座や、センターで行う勉強会等で、保
護者同士の交流の場を作り、家族支援を実施した。
　公開講座：１回／41名（来場13名・オンライン28名）、就学に向けての家族勉強会：全３回／27名
【療育機能の充実】
児童発達支援事業を実施した。（利用者数31名／延1,459回利用）
放課後等デイサービスを実施した。（ 利用者数59名／延1,766回利用）

こども発達支援センター運営事業

早期発見・早期療育のための相談体制等の充実

・療育を必要とする子どもの早期発見・早期療育への対応のため、相談体制及び家族のケアの充実を図る。

療育相談員、専門員等を配置し、相談支援に当たった。（SW３名、療育学齢相談員２名、心理士３名、ST３
名、PT１名、OT３名、保健師１名、保育士１名、嘱託医３名）相談件数　6,996件　相談者数　885名
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第２節　共に学び、共に育つ｢共育(きょういく)｣のまち
４　学校教育の充実したまち

取り組み③ 総合戦略 ー

説明

2024年度
実施内容

【参考】予算事業名 【参考】実績額 1,245,829円 担当課 学校教育課
【参考】予算事業名 【参考】実績額 69,678,418円 担当課 学校教育課

2024年度
実施内容

【参考】予算事業名 【参考】実績額 11,015,000円 担当課 療育教育総合センター

取り組み④ 総合戦略 ー

説明

2024年度
実施内容
【参考】予算事業名 【参考】実績額 69,678,418円 担当課 学校教育課

2024年度
実施内容

【参考】予算事業名 【参考】実績額 11,015,000円 担当課 療育教育総合センター

取り組み⑤ 総合戦略 ー

説明

2024年度
実施内容
【参考】予算事業名 【参考】実績額 69,678,418円 担当課 学校教育課

2024年度
実施内容

【参考】予算事業名 【参考】実績額 11,015,000円 担当課 療育教育総合センター

学校や保護者との連携の推進

・就学後の児童生徒へ継続した支援を行うため、指導主事による就学前の幼児・児童の行動観察を丁寧に行
い、結果を関係者等で共有し、保護者、学校、学校教育課、こども発達支援センター及び教育研究相談セン
ターの連携を強化する。

・就学時健康診断を行った。
・就学支援委員会を開催した。
・学区希望制度による受入れを行った。
就学事務事業
支援教育充実事業

・相談部や巡回チームがケース会議に参加し、児童生徒の支援について情報共有等を行い連携した。
・夏季研修では支援教育研修を計画し、支援教育についての理解を深めた。

教育相談事業

学校教育を支援する専門性の高いスタッフの派遣（校内支援体制を活用した支援教育の推進）

・学校の取り組みをサポートするため、スクールカウンセラー、支援教育推進巡回指導員、学習支援員、学校
看護介助員などを学校に派遣する。

・チーム学校を強化するため、学習支援員の配置を継続して行った。
・ボランティア支援員を配置した。
支援教育充実事業

保護者がより適正な就学先を選択できるよう、相談や行動観察等を丁寧に実施するため、相談の機会を最低２
回以上とした。また、就学相談に関わった園児・児童・生徒の支援シートの作成に際し、こども発達支援セン
ター、保護者と連携・協力して、就学後も継続した支援ができるようにした。
教育相談事業

支援が必要な児童・生徒についての情報共有の充実

・学校が児童生徒の個別支援の必要性を的確に把握するため、学校と教育研究相談センターがケース会議や巡
回チームの観察等で得た情報を整理し、情報共有を行い、相互連携の充実を図る。
・巡回チームによるフィードバックや校内研修、夏季に悉皆研修として実施する支援教育研修会を通して、支
援教育について理解を深め、適切な支援シートの作成・活用の推進を図る。

・特別支援補助教員の派遣を行った。

支援教育充実事業

スクールカウンセラー地域連絡協議会を年2回開催し、アドバイザーを呼んでケース共有をするなど、児童・
生徒の支援の充実を図った。また、巡回指導員が支援員への研修を重ね、関わる職員がチームとなって学校教
育を支援した。
教育相談事業
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第２節　共に学び、共に育つ｢共育(きょういく)｣のまち
４　学校教育の充実したまち

具体的施策

KPI

2022.3 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度 目標

未実施
①77.0%
②77.1％

①78.0%
②78.3％

80％以上

取り組み① 総合戦略 ー

説明

2024年度
実施内容
【参考】予算事業名 【参考】実績額 67,309,051円 担当課 学校教育課
【参考】予算事業名 【参考】実績額 29,387,286円 担当課 学校教育課
2024年度
実施内容
【参考】予算事業名 【参考】実績額 3,617,000円 担当課 療育教育総合センター

取り組み② 総合戦略 ー

説明

2024年度
実施内容
【参考】予算事業名 【参考】実績額 ー 担当課 学校教育課

A：順調である

補足説明（反省点・問題点、工夫している点）
・一人一台の端末に慣れてきたことに伴い、各学校において授業での活用が進んできている。
・若手の教員やICT機器の扱いを得意とする教員から派生し、学校全体で活用が広がっている。
・指導者のICT活用能力による学びの差が出ないよう、学校は引き続きチーム対応を行っている。

今後の対応

・「ややできる」が平均43％、「できる」が平均35％と、「ややできる」の割合が高い傾向がある。自信をもって「できる」
と回答できる教員を増やしていく。

③ ICTを活用した授業と情報教育の推進

「学校における教育の情報化の実態等に関する調査」の「教員のICT活用指導力等の実態の項目」のうち「①
授業にICTを活用して指導する能力」「②情報活用の基盤となる知識や態度について指導する能力」の「でき
る」「ややできる」の回答が80％以上になっている。

進捗状況評価

夏季研修で、学習の基盤となる情報活用能力（情報モラルを含む）の育成に関する講座を１講座実施した。

調査・研究事業

児童・生徒の発達段階に応じた情報モラル教育と情報リテラシーの育成方法の研究

・教育情報化推進会議において、児童・生徒の発達段階に応じた情報教育の在り方を研究する。

・全小学校で情報モラル教育等に取り組んだ。

ー

主 な 取 り 組 み

授業におけるICT機器の効果的な活用
・新しい機器を活用した授業づくりや、新しい授業スタイルを見据えた環境整備について、教育情報化推進会
議において研究を進める。
・夏季研修会においてICT機器等を活用した研修を計画し、授業づくりを推進する。

・GIGA端末を効果的に授業で活用する研究を各学校において進めた。

教育用コンピュータ維持管理事業（小学校費）
教育用コンピュータ維持管理事業（中学校費）
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第２節　共に学び、共に育つ｢共育(きょういく)｣のまち
４　学校教育の充実したまち

具体的施策 総合戦略 １－２－①－３

KPI

2022.3 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度 目標
未実施 年２回 年６回 年３回実施

取り組み① 総合戦略 ー

説明

2024年度
実施内容
【参考】予算事業名 【参考】実績額 3,017,150円 担当課 学校教育課

取り組み② 総合戦略 ー

説明

2024年度
実施内容
【参考】予算事業名 【参考】実績額 3,617,000円 担当課 療育教育総合センター

取り組み③ 総合戦略 １－２－②－４

説明

2024年度
実施内容
【参考】予算事業名 【参考】実績額 1,245,829円 担当課 学校教育課

補足説明（反省点・問題点、工夫している点）

・年間指導計画に基づき、各学校において学校支援地域本部に協力を依頼し、地域講師の派遣による授業を行った。
・各学校の最低回数を実績とするもの。
・各学校年6回～24回実施した。

今後の対応

・ばらつきはあるものの、学校及び学年の実態に合わせて地域とともに授業をつくっていく学校が多くみられた。
・今後も積極的に地域とともに教育活動を創っていくよう努める。

主 な 取 り 組 み

コミュニティ・スクールの実現

④ 地域教育力の効果的な活用と幼・保・小・中の相互理解の促進

地域講師を活用した授業を各小・中学校で年３回実施する。

進捗状況評価

A：順調である

調査・研究事業

幼稚園・保育園・小学校・中学校との連携の推進

・幼・保・小連携推進連絡調整会議における情報交換の機会を充実させる。
・幼稚園、保育園、小学校における保育参観や授業参観等を計画立案し、参観後の研究協議等を通して相互理
解を促進する。
・スムーズな接続を実現させるために、年度末の新就学児及び中学校進学児童のそれぞれの校種での交流・体
験の機会を設定する。
・中学校区における小学校教員と中学校教員の交流を深めるために、校内研究会等に参加する等相互の交流を
実施する。

・就学支援委員会を3回開催した。
・幼保小で連携し、令和7年度実施するための架け橋期のスタートカリキュラムを作成した。
就学事務事業

・学校支援地域本部事業を各学校に委託し、学校・家庭・地域の連携による「共育」活動を推進し、市民が地
域に開かれた学校づくりに積極的に参画できる仕組みに発展させる。
・コミュニティ・スクール準備協議会（仮称）を立ち上げ、各学校の取り組みに関する情報を共有し、学校支
援地域本部からコミュニティ・スクールへの移行について検討する。

・学校支援地域本部の協力の下、授業の充実を図った。
・コミュニティスクールの導入に向けて学習会や模擬熟議を計画実施した。
学校支援地域本部事業

効果的な研修内容の企画と提示
・放課後児童クラブやふれあいスクール指導員が参加できる子どもに関わる研修内容を検討し夏季研修会にて
企画し、参加を促していく。

小・中学校教職員以外の参加者数は合計181名であった。
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第２節　共に学び、共に育つ｢共育(きょういく)｣のまち
５　ふるさとの遺産をまもりつないでいくまち

取り組みの方向

具体的施策

KPI

2022.3 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度 目標
21件 22件 23件 24件

取り組み① 総合戦略 ー

説明

2024年度
実施内容

【参考】予算事業名 【参考】実績額 671,441円 担当課 社会教育課
【参考】予算事業名 【参考】実績額 749,033円 担当課 社会教育課

A：順調である

５　ふるさとの遺産をまもりつないでいくまち

　わたしたちの身近にある様々な文化財は、先人たちの暮らしの中で生まれ、育まれ、受け継がれてきたものであり、このまちに暮らすわた
したちの心を支え、豊かにするものとして後世にながく伝え、いかしていくべきふるさとの遺産です。
　文化財を適切に保存しつつ、わたしたちの身近な歴史から共に学び、共に育ち、次世代へ誇りや愛着をつないでいくまち、ふるさとの遺産
を共にまもり、つないでいくまちをめざします。

①　文化財保護の推進

市指定文化財の数が24件に増加している。

進捗状況評価

補足説明（反省点・問題点、工夫している点）

所有・管理者との調整や、調査及び評価の取りまとめが順調に進んだため、昨年度に引き続き有形文化財１件（神武寺木造十一
面観音菩薩坐像）を指定することができた。

今後の対応

過去の各種調査結果に基づきリストアップした候補物件について、指定に向けて所有・管理者と協議調整を積極的に進めるとと
もに、適切な保存措置を適宜検討する。

主 な 取 り 組 み

文化財の展示活用の推進

・新たな収蔵・展示施設の設置を検討する。
・池子遺跡群資料館の展示の充実を図るほか、他の公共施設と連携し、展示活用の場を確保する。
・主要な文化財資料について、ウェブ等での公開を進める。

・文化財説明板製作設置　１基（延命寺仏涅槃図）　85,800円
・史跡指定地等の草刈清掃、洗浄作業等　 随時　 264,000円
・市指定文化財保存管理奨励交付金の交付　15件　181,500円
・池子遺跡群資料館利用状況　＊ 開館日数 309日　＊入館者数 1,673人（前年度1,451人）

文化財保護事業
池子遺跡群保護事業
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第２節　共に学び、共に育つ｢共育(きょういく)｣のまち
５　ふるさとの遺産をまもりつないでいくまち

取り組み② 総合戦略 ー

説明

2024年度
実施内容

【参考】予算事業名 【参考】実績額 2,911,915円 担当課 社会教育課
【参考】予算事業名 【参考】実績額 11,643,607円 担当課 社会教育課
【参考】予算事業名 【参考】実績額 7,983,196円 担当課 社会教育課

取り組み③ 総合戦略 ２－２－②－16

説明

2024年度
実施内容

【参考】予算事業名 【参考】実績額 266,281円 担当課 社会教育課
【参考】予算事業名 【参考】実績額 671,441円 担当課 社会教育課

・関連部局と連携しつつ、学術的価値や周辺環境の保護とのバランスを考慮した史跡・文化財の活用を図る。

史跡の公開活用

・文化財保護委員会の開催
＊委員数　5人　＊開催回数　4回

・新規指定に向けた現地調査　１回（神武寺木造十一面観音菩薩坐像）

文化財保護委員会経費
文化財保護事業

○名越切通
・まんだら堂やぐら群限定公開　＊公開日数 48日　＊入場者数 7,277人（前年度5,429人）
・植生管理の実施　年４回　1,580,040円
・まんだら堂やぐら群保存工事（№65～67やぐら）の実施　8,008,000円
○長柄桜山古墳群
・第1号墳オープニングセレモニーの開催　４月20日(土)　参加者約180人
・整備工事完成記念講演会の開催　12月21日(土)　参加者410人
・整備工事（第１号墳ロープ柵等）の実施　1,188,000円
・整備事業報告書の刊行
名越切通維持管理事業
名越切通整備事業
古墳整備事業

未指定文化財の調査（文化財の新規指定及び積極的な公開活用）

・未指定文化財保護の仕組みの検討及び新規指定に向けた調査を行う。
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